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高
田
門
徒
の
高
田
顕
智
『
聞
書
』
の
資
料
的
価
値

―
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
を
め
ぐ
っ
て

板

敷

真

純

は
じ
め
に

　

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』（
以
下
『
醍
醐
本
』）
と
は
、
真
言
宗
醍
醐
寺
に
現

存
し
て
い
る
法
然
（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
）
の
伝
記
や
法
語
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
『
醍
醐
本
』
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
望
月
信
亨
氏
に
よ

り
発
見
さ
れ
た
が
、
醍
醐
寺
座
主
義
演
准
后
（
一
五
五
八
～
一
六
二
六
）
の
写
本

し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
手
本
と
な
っ
た
原
本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
1い

。

　

そ
の
内
容
は
従
来
「
一
期
物
語
」
と
い
わ
れ
て
き
た
部
2分

、「
十
一
問
答
」、

「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」、「
別
伝
記
」、「
御
臨
終
日
記
」、「
三
昧
発
得
記
」

の
六
編
か
ら
な
り
、
こ
の
『
醍
醐
本
』
は
、
他
の
法
然
伝
記
に
は
み
ら
れ
な
い

「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
な
ど
を
載
せ
て
い
る
点
や
唯
円
の
『
歎
異
抄
』
に

見
ら
れ
る
悪
人
正
機
説
に
酷
似
し
た
文
章
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
数
あ
る
法
然

伝
記
の
中
で
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
3た

。『
醍
醐
本
』
は
別
々
に
成

立
し
た
法
然
伝
や
法
語
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
4が

、『
醍
醐
本
』

六
編
の
作
者
と
編
纂
者
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

5り
、
現
在
で
も
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
『
醍
醐
本
』
が
初
期
の
高
田
門
徒
の
中
で
書
写

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
6る

。
筆
者
は
、
高
田
門
徒
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
の
内
容

に
つ
い
て
別
稿
で
論
じ
、
初
期
真
宗
の
中
で
解
釈
上
の
問
題
と
な
っ
た
戒
律
や
来

迎
な
ど
を
理
解
す
る
上
で
、『
醍
醐
本
』
が
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
7た

。

　

先
行
研
究
で
は
、
永
井
隆
正
氏
が
『
見
聞
』
に
注
目
し
、『
見
聞
』
中
の
『
醍

醐
本
』
書
写
の
筆
跡
を
親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
三
）
の
門
弟
で
あ
る
高
田
顕

智
（
？
～
一
三
一
〇
）
と
み
な
し
た
上
で
、『
醍
醐
本
』
と
『
見
聞
』
の
該
当
箇

所
の
比
較
を
行
っ
て
い
8る

。
し
か
し
そ
の
後
の
筆
跡
研
究
に
よ
り
顕
智
筆
と
考
え

ら
れ
て
き
た
『
見
聞
』
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
顕
智
の
弟
子
で
あ
る
高
田
専
空
（
一

二
九
二
～
一
三
四
三
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
9し

、
永
井
氏
の
主
張
に
誤
り
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
高
田
門
徒
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
の
断
簡
は
二
点
が
伝
わ
っ
て
お

り
、
一
点
目
の
『
聞
書
』
は
、
顕
智
が
記
し
た
書
写
断
簡
で
、
二
点
目
は
、
高
田

門
徒
の
要
文
集
で
あ
る
『
見
聞
』
中
に
専
空
が
記
し
た
書
写
断
簡
で
あ
っ
た
。
永

井
氏
は
、『
聞
書
』
よ
り
『
見
聞
』
の
方
が
古
い
と
見
な
し
て
い
た
10が

、『
見
聞
』
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の
一
部
が
『
聞
書
』
の
後
に
書
写
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
聞

書
』
と
『
見
聞
』
の
関
係
を
改
め
て
見
直
す
必
要
が
生
じ
、
よ
り
早
く
成
立
し
た

と
考
え
ら
れ
る
『
聞
書
』
の
書
写
断
簡
と
『
醍
醐
本
』
を
比
較
し
、
再
検
討
す
る

必
要
が
出
て
き
た
。
ま
た
本
論
で
は
、
顕
智
が
書
写
の
手
本
と
し
た
『
醍
醐
本
』

の
伝
本
を
便
宜
上
「
顕
智
手
本
本
」
と
称
し
て
論
じ
る
。

　

本
論
は
、
高
田
門
徒
の
顕
智
が
書
写
し
た
『
聞
書
』
内
の
『
醍
醐
本
』
の
書
写

断
簡
に
焦
点
を
あ
て
、
義
演
准
后
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
と
の
相
違
点
に
つ
い

て
論
究
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、『
醍
醐
本
』
に
書
写
さ
れ
た
『
聞
書
』
の
資
料

的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
さ
ら
に
高
田
門
徒
の
実
態
を
究
明
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

1
　
高
田
門
徒
書
写
断
簡
の
比
較
と
検
討

1
―
1
　『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
に
見
る
『
醍
醐
本
』
書
写
断
簡
の
成
立

　

は
じ
め
に
『
醍
醐
本
』
の
書
写
が
見
ら
れ
る
顕
智
が
記
し
た
『
聞
書
』
と
専
空

の
筆
跡
が
見
ら
れ
る
『
見
聞
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
確
認
し
て

い
き
た
い
。
ま
ず
『
聞
書
』
は
、
高
田
専
修
寺
三
世
の
顕
智
が
記
し
た
経
典
の
要

文
集
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
『
大
般
涅
槃
経
』
や
『
往
生
要
集
』
な
ど
の
仏
教

思
想
全
般
の
引
用
や
戒
律
に
関
す
る
諸
文
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
本
論
で
論

究
す
る
『
醍
醐
本
』
の
断
簡
は
『
聞
書
』
の
最
末
尾
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
成
立

年
代
は
、
末
尾
に
「
延
慶
第
二

己酉
初
秋
上
旬

第六
書
写
之
畢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
11ら

、
顕
智
の
『
聞
書
』
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
の
顕
智
晩
年
の
成
立

で
あ
り
、『
聞
書
』、『
見
聞
』、『
抄
出
』
な
ど
と
と
も
に
、
顕
智
の
弟
子
で
あ
っ

た
専
空
に
相
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
12る

。
専
空
は
翌
年
の
延
慶
三
年
（
一
三

一
〇
）
に
専
修
寺
四
世
を
継
承
し
て
い
る
。

　

次
に
『
見
聞
』
の
成
立
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
も
と
に
確
認
し
た
い
。『
見

聞
』
は
、
高
田
門
徒
の
間
で
使
用
さ
れ
た
共
同
の
要
文
集
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

浄
土
三
部
経
や
『
教
行
信
証
』、『
自
然
法
爾
御
書
』
な
ど
の
親
鸞
や
浄
土
教
と
関

係
が
深
い
引
用
の
ほ
か
、
親
鸞
が
書
写
し
な
か
っ
た
聖
徳
太
子
伝
や
戒
律
関
係
の

諸
文
も
見
ら
れ
る
。
本
論
で
論
究
す
る
『
醍
醐
本
』
の
断
簡
は
『
見
聞
』
の
始
め

に
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
『
見
聞
』
は
顕
智
筆
と
さ
れ
て
き
た
13が

、
そ
の
後
の
筆
跡
研
究
に
よ
り
、

高
田
門
徒
の
顕
智
に
加
え
、
慶
空
、
専
空
の
筆
跡
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
14た

。
特

に
『
醍
醐
本
』
の
筆
跡
は
、
そ
の
筆
跡
が
専
空
が
記
し
た
福
井
の
法
雲
寺
に
現
存

す
る
『
五
巻
書
』
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
空
が
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
15る

。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
専
空
の
『
醍
醐
本
』
の
書
写
年
代
で
あ
る
。『
聞

書
』
は
顕
智
の
奥
書
が
あ
る
た
め
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
が
、
専
空
の
『
醍
醐
本
』
の
書
写
は
書
写
年
代
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
従
来

『
聞
書
』
は
、
先
に
成
立
し
た
『
見
聞
』
を
さ
ら
に
整
理
し
た
も
の
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
16た

。
し
か
し
専
空
の
『
見
聞
』
の
筆
跡
が
『
聞
書
』
や
『
抄
出
』
の
清

書
以
降
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
17し

、
編
纂
の
過
程
が
『
見
聞
』
か
ら

『
聞
書
』
へ
の
一
方
向
で
は
な
く
、『
聞
書
』
か
ら
『
見
聞
』
の
書
写
も
見
ら
れ
る
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双
方
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
見
聞
』
は
複
雑
な
背
景
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
18る

。

　

そ
れ
で
は
専
空
は
、『
醍
醐
本
』
を
い
つ
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
光
晴

氏
は
『
見
聞
』
中
の
冒
頭
の
識
語
や
『
醍
醐
本
』
の
引
用
の
み
は
、
専
空
が
若
い

頃
に
記
し
た
固
い
筆
跡
と
異
な
り
、
筆
圧
に
柔
ら
か
さ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
専
空
晩
年
の
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
ご
ろ
の
書
写
と
主
張
し
て
い
19る

。

新
氏
の
主
張
す
る
専
空
の
筆
跡
年
代
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
『
見
聞
』
中
の
『
醍
醐
本
』
の
書
写
が
、
専
空
の
在
世
時
代

で
あ
る
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
出
来
る
。
つ

ま
り
専
空
は
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
年
に
顕
智
か
ら
『
聞
書
』、『
見
聞
』、

『
抄
出
』
の
要
文
集
を
相
承
し
た
20が

、
そ
の
後
相
承
し
た
『
見
聞
』
に
は
『
醍
醐

本
』
が
書
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
晩
年
に
改
め
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

1
―
2
　『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
の
比
較
に
基
づ
く
両
者
の
関
係

　

次
に
顕
智
の
『
聞
書
』
と
専
空
の
『
見
聞
』
の
比
較
を
行
い
た
い
。『
聞
書
』

と
『
見
聞
』
を
比
較
す
る
と
、
読
み
仮
名
や
送
り
仮
名
が
異
な
る
も
の
の
、『
醍

醐
本
』
本
文
の
文
字
の
相
違
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
本
文
中
の
返
り
点
の

符
号
に
違
い
が
見
ら
れ
21る

。

　

こ
の
返
り
点
の
違
い
に
つ
い
て
、
最
初
に
「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
の
第

十
一
条
を
見
て
行
き
た
い
。『
聞
書
』
で
は
「
不　

　
ス

レ

憑タ
ノ
マ

二

智
慧　

　
ヲ

一

」
と
し
て
、「
憑

ず
」
の
返
り
点
が
レ
点
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
見
聞
』
で
は
「
不　

　
ス

∵

憑　
　
マ

二

智
慧　

　
ヲ

一

」

と
し
、
返
り
点
が
三
点
に
な
っ
て
お
り
、
返
り
点
の
符
号
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

同
じ
よ
う
な
返
り
点
の
符
号
の
相
違
は
、「
十
一
問
答
」
の
第
四
問
答
や
「
三

昧
発
得
記
」
序
文
中
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。「
十
一
問
答
」
で
は
『
聞
書
』

が
「
令　

　
テ

∴

有　
　
ラ

二

品
位　

　
ノ

之
差
別　

　
ヲ

一

」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
見
聞
』
で
は

「
令　

　
テ

レ

有　
　
ラ

品
位　

　
ノ

之
差
別　

　
ヲ

一

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
聞
書
』
で
、
三
点
で
あ
っ
た
返

り
点
が
『
見
聞
』
で
は
、
レ
点
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
三
昧
発
得
記
」
で
は
、

『
聞
書
』
が
「
即　

　
チ

被
　
　
ラ
ル

∴

送　
　
ラ

二

本
所　

　
ニ

一

」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
見
聞
』
で

は
「
即　

　
チ

被　
　
ル

レ

送　
　
ラ

二

本
所　

　
ニ

一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
じ
「
三
昧
発
得
記
」
中

の
『
聞
書
』
で
も
「
不　

　
ス

∴

記　
　
セ

二

其　
　
ノ

旨　
　
ヲ

一

」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
見
聞
』

で
は
「
不　

　
スレ

記　
　
せ二

其　
　
ノ旨　
　
ヲ一

」
と
記
し
て
い
る
な
ど
、
返
り
点
の
符
号
に
違
い
が
見
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
「
十
一
問
答
」
第
十
問
答
で
は
、『
聞
書
』
が
「
源
空　

　
ハ

雖　
　
モ

下

非
　
　
ス
ト

中

可　
　
キ

レ

参　
　
ル

二

殿
上　

　
ヘ

一

器
量　

　
ニ

上

」
と
記
し
て
上
中
下
点
と
レ
点
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『
見
聞
』
で
は
「
源
空　

　
ハ

雖　
　
モ

レ

非
　
　
ス
ト

下

可　
　
キ

レ

参　
　
ニ

二

殿
上　

　
ヘ

一

器
量　

　
ニ

上

」
と
し
て
、
上
下
点
と

レ
点
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
返
り
点
の
符
号
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
三
点
符
号
の
表
記
の
仕
方
に
も
特
徴
が
見
ら
れ
る
点
で
、
顕
智

の
『
聞
書
』
が
「
∴

」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
専
空
の
『
見
聞
』
で
は

「
∵

」
と
記
さ
れ
て
い
22る

。『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
の
『
醍
醐
本
』
の
書
写
は
、
そ

の
書
写
筆
跡
か
ら
、
二
つ
の
書
写
が
別
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
23が

、
返
り

点
の
符
号
の
表
記
か
ら
も
、『
醍
醐
本
』
の
書
写
が
別
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
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い
る
。

　

そ
れ
で
は
専
空
は
、「
顕
智
手
本
本
」
と
『
聞
書
』
の
ど
ち
ら
を
見
て
書
写
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
義
演
准
后
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
の
「
三
昧
発
得
記
」
は
、

法
然
に
対
し
て
「
上
人
」
と
記
し
て
い
る
が
、『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
に
は
、
ど

ち
ら
も
「
聖
人
」
と
記
し
て
い
る
点
が
確
認
出
来
る
。
先
行
研
究
で
は
、
法
然
に

対
す
る
尊
称
を
「
聖
人
」
と
し
て
い
る
の
は
、
親
鸞
や
親
鸞
の
門
下
だ
け
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
箇
所
は
、「
顕
智
手
本
本
」
に
は
「
上
人
」
と
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
察
出
来
24る

。
こ
の
た
め
、
先
に
成
立
し
た
顕
智
の
『
聞
書
』
の
『
醍

醐
本
』
の
「
三
昧
発
得
記
」
に
は
、
す
で
に
「
聖
人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
専
空

は
顕
智
の
『
聞
書
』
を
見
て
、『
見
聞
』
に
『
醍
醐
本
』
を
書
写
し
た
と
推
察
す

る
。
顕
智
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
の
修
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
章
で
論
究
を

行
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
の
醍
醐
本
の
書
写
を
比
較
す
る
と
、『
醍

醐
本
』
中
の
本
文
の
相
違
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
文
中
の
返
り
点
の

符
号
の
表
記
に
違
い
が
見
ら
れ
、
特
に
レ
点
と
三
点
の
符
号
の
表
記
に
相
違
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
醍
醐
本
』
の
書
写
が
別
人
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

図 １　『聞書』、『見聞』に見る『醍醐本』の書写断片の変遷
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2
　『
醍
醐
本
』
と
高
田
顕
智
『
聞
書
』
の
比
較

　

次
に
『
醍
醐
本
』
と
顕
智
の
『
聞
書
』
内
の
書
写
断
簡
を
比
較
し
、
そ
の
相
違

点
を
見
て
行
き
た
い
。
第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
の

本
文
は
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
醍
醐
本
』
と
の
比
較
で
は
、
成
立
年

代
が
早
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
聞
書
』
を
用
い
て
『
醍
醐
本
』
と
の
比
較
を
行

う
。『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
内
の
書
写
断
簡
は
線
を
引
い
て
、
そ
の
相
違
を
示

し
た
。

①
『
醍
醐
本
』「
一
期
物
語
」
第
十
二
話

『
醍
醐
本
』

或
時
問
云
人
多
勧　

　
ム

持
斎
此
条
如
何
。

答
僧
尼　

　
ノ

食
作
法　

　
ハ

尤
可
然
也
。
雖
然
當

世　
ハ

機
已
衰　

ヘ

食
已
減　

　
ス

以
此
分
際
一

一
食

者
心
偏　

　
ニ

思
食
事　

　
ヲ

一

念
仏　

　
ノ

心
不
静
、
菩

提
心
経
云
、
食　

　
ハ

不
妨
菩
提
心
一

心
能

妨
菩
提　

　
ヲ

一

其
上　

　
ハ

自
身　

　
ヲ

可
相
計
也

云
々

。

（
中
25略

）

『
聞
書
』

一　

或
時
問
人
多　

　
ク

勧　
　
ム

二

持
齋　

　
ヲ

一

此　
　
ノ

条

如
何　

　
ン。

答
僧
尼　

　
ノ

食　
　
ノ

作
法　

　
ハ

尤　
　
モ

可　
　
キ

二

然　
　
ル

一

也
。
雖　

　
モ

二

然　
　
ト

一

當
世　

　
ハ

機
已

　
　
テ
ニ

衰　
　
ヘ

食
　
　
シ
キ

已
　
　
テ
ニ

滅　
ス

以　
　
テ

二

此　
　
ノ

分
際　

　
ヲ

一
一
食　

　
せ

者　
　
ハ

心
偏

　
　
ヘ
ニ

思　
　
テ

二

食
事　

　
ヲ

一

念
佛　

　
ノ

心
不
二

静
　
　
ナ
ラ

一
、
菩
提
心
経　

　
ニ

云　
ハ
ク

、
食
不
レ

妨　
　
ケ

二

菩
提
一

已
上

其　
　
ノ

上
　
　
ヘ
ハ

自

身　
ヲ

可　
　
キ

二

相　
　
ヒ

計　
　
フ

一

也
26云

云

。

②
『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
十
条

『
醍
醐
本
』

『
聞
書
』

一
法　

　
ニ

摂
万
機
一

事

第
十
八
願　

　
ニ

云
十
方
衆
生　

ト
一

旡　
　
シ

下

漏
　
　
タ
ル

一

十
方　

　
ニ

之
衆
生
上

、
我
願　

　
ノ

内　
　
ニ　

込

　
　
　
　
コ
メ
ム
ト

十
方　

　
ヲ

一

也
。（
中
27略

）

一　

法　
　
ニ

攝
　
　
ス
ル

二
万
機　

　
ヲ

一
事

第
十
八　

　
ノ

願　
　
ニ

云
二

十
方
衆
生　

　
ト

一

旡
下　

漏　
　
モ
レ
タ
ル

二

十
方　

　
ニ

一

之
衆
生
上

、
我　

　
カ

願　
　
ノ

内　
　
ニ

込　
　
　
メ
ム
ト

二

十
方　

　
ヲ

一
28也

。

③
『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
十
一
条

『
醍
醐
本
』

一
旡
智　

　
ヲ

為
本
事

云　
ハ

聖
道
門　

　
ハ

極　
　
テ

智
恵　

　
ヲ

一

離　
　
レ

生
死　

　
ヲ

一

、
浄

土
門　

　
ハ

還
愚
癡
一

生
極
楽　

　
ニ

一

。
所
以
趣
聖

道
門　

　
ニ

一

之
時

　
　
ニ
ハ

、
瑩
智
恵　

　
ヲ

一

守
禁
戒　

　
ヲ

一

、

浄　
ム
ル
ヲ

二

心
性　

　
ヲ

一

以　
　
テ

為　
　
ス

二

宗　
　
ト

一
。
然

　
　
ル
ヲ

入　
　
テ

浄

土
門　

　
ニ

一

之
日
不
憑
智
恵

　
　
ヲ
モ

一

、
不　

　
ス

護　
　
ラ

二

戒
行

　
　
ヲ
モ

一

、
不
調
心
器

　
　
ヲ
モ

一

、
只
云

　
　
フ
ニ

無
甲

斐
成
無
智
者　

　
ニ

一

憑　
　
テ

本
願　

　
ヲ

一

願
往
生
一

也

云
々

。（
中
29略

）

『
聞
書
』

一　

旡
智　

　
ヲ

為
二

本　
　
ト

一

事

云　
ク聖

道
門　

　
ハ

極
　
　
メ
テ

二

智
慧　

　
ヲ

一

離
二

生
死　

　
ヲ

一

、

浄
土
門　

　
ハ

還
　
　
ヘ
テ

二

愚
癡　

　
ニ

一

生
二

極
樂　

　
ニ

一

。

所コ
ノ
ユ
ヘ
ニ以

趣
　
　
オ
モ
ム
ク

二

聖
道
門　

　
ニ

一
之
時　

　
ハ

、
瑩

　
　
　
ミ
カ
キ

二

智
慧　

　
ヲ

一

守　
　
リ

二

禁
戒　

　
ヲ

一
、
以　

　
テ

レ

浄
　
　
　
ム
ル
ヲ

二

心
性　

　
ヲ

一

為　
　
ス

二

宗　
　
ト

一

。
入　

　
ル

二

浄
土
門　

　
ニ

一

之
日　

　
ハ

不　
　
ス�

レ
憑タ

ノ
マ

二
智
慧　

　
ヲ

一

、
不　

　
ス

レ

護　
　
ラ

二

戒
行　

　
ヲ

一

不　
　
スレ

調　
　
ヘ

二

心
器

　
　
オ
モ

一
、
只
云イ

フ
ニ

無　
　
キ

二

甲
斐
一

成　
　
テ二

無
智　

　
ノ

者
　
　
ノ
ニ

一

憑　
　
テ

二

本
願
力　

　
ヲ

一

願　
　
フ

二

往

生　
　
ヲ一

也
30云

々

。

④
『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
二
十
三
条

『
醍
醐
本
』

一
本
願
成
就
事

『
聞
書
』

一　

本
願
成
就
事
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念
仏　

　
ハ

我
所
作
也
、
往
生　

　
ハ

仏　
　
ノ

所
作
也
。

往
生
仏
御
力

　
　
ニ
テ

せ
シ
メ
給
物　

　
ヲ

、
我
心　

　
ニ

ト
カ
ク
せ
ム
ト
思　

　
ハ

自
力
也
。
唯
須　

　
ク

下

待　
ツ

中

付
　
　
タ
ル

稱
名　

　
ニ

一

之
来
迎　

　
ヲ

上
31。

念
仏　

　
ハ

我　
　
カ

所
作
也
、
往
生　

　
ハ

仏　
　
ノ

所
作
也
。

往
生　

　
ハ

仏　
　
ノ

御
力

　
　
　
ラ
ニ
テ

セ
シ
メ
給
フ
物
ヲ

我
カ
心
ニ
ト
カ
ク
セ
ム
ト
思
フ
ハ
自

力
也
。
唯タ

ヽ
下

須ラ
ク

ヘ
シ

待マ
ツ

中

付
　
　
タ
ル

二

稱
名　

　
ニ

一

之

来
迎　

ヲ
上
32云

々

。

⑤
『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
二
十
四
条

『
醍
醐
本
』

一
礼
讚　

　
ノ

若
能
如
上
念
々
相
続
事

往
生
要
集

　
　
ニ
ハ

指
　
　
シ
テ

二

三
心
五
念
四
修　

　
ヲ

云

如
上　

　
ト

也
。
依
之
云

　
　
ハ
ヽ

レ

之
三
心
五
念
四

修　
ノ

中
　
　
ニ
ハ

明
正
助
二
行　

　
ヲ

一
、
指
之
一
云
念
々

相
續　

　
ト

一

也
33云

々

。

『
聞
書
』

一　

礼
讃　

 
ノ

若
能
如
上
念
念
相
続ソ

ク
ノ

事

往
生
要
集

　
　
ニ
ハ

指
　
　
　
サ
シ
テ

二

三
心
五
念
四
修　

　
ヲ

一

云　
フ

二

如
上　

　
ト

一

也
。
依　

　
テ

レ

之　
　
ニ

云イ
ハ
ヽ

二

之　
　
ヲ

一

三

心
五
念
四
修　

　
ノ

中　
　
ニ

明　
　
ス

二

正
助
二
行　

　
ヲ

一

、

指　
シ
テ

レ

之　
　
ヲ

一

云　
　
フ

二

念
々
相
続　

　
ト

一

也
34云

々

。

⑥
『
醍
醐
本
』「
十
一
問
答
」
第
四
問
答

『
醍
醐
本
』

四
問
云
極
楽
有
九
品
差
別
一

事
、
可
為

弥
陀　

　
ノ

本
願　

　
ノ

稱
一

歟
。
答
云
、
極
楽
九

品
者　

　
ハ

非
弥
陀
本
願　

　
ニ

一

、
更
旡
四
十
八

願　
　
ノ中　
　
ニ

一

、
是
釋
尊　

　
ノ

巧
言
也
。
若
説

　
　
カ
ハ

三

善
人
悪
人
生
二

一
所　

　
ニ

一

者
、
悪
業　

　
ノ

者
可

『
聞
書
』

一　

問
云
極
楽　

　
ニ

有　
　
ル

二

九
品　

　
ノ

差
別　

　
ノ

一

事　
ハ

、
可　

　
ク

レ

為タ
ル

二

彌
陀　

　
ノ

本
願　

　
ノ

構　
　
ヘ

一

候
歟
。

答
云
極
楽　

　
ノ

九
品
者　

　
ハ

非　
　
ス

二
彌
陀　

　
ノ

本
願　

　
ニ

一
、

更　
ラ
ニ

無　
　
シ

二

四
十
八
願　

　
ノ

中
　
　
ニ
ハ

一

、
是　

　
レ

釋
尊　

　
ノ

巧
言
也
。
若　

　
シ

説
　
　
カ
ハ

∴

善
人
悪
人
生　

　
ト

二

一

起
等
慢
心
故
、
令
有
品
位
之
差
別
一

。

説　
ク

善
人　

　
ハ

進
上
品　

　
ニ

一

悪
人　

　
ハ

下
　
　
ル
ト

中

々
品　

　
ニ

上

也
。
急
參　

　
テ

可
見
一

云
々

。（
中
35略

）

所　
ニ

一
者　

　
ハ

、
悪
業　

　
ノ

者
　
　
ノ
ハ

可
レ

起　
　
ス

二

等
慢　

　
ノ

心　
　
ヲ

一

故　
ニ

、
令　

　
テ

∴
有　

　
ラ

二
品
位　

　
ノ

之
差
別　

　
ヲ

一
。

説　
ク

下

善
人　

　
ハ

進　
　
ミ

二

上
品　

　
ニ

一

悪
人　

　
ハ

下
　
　
ル
ト

中

下

品　
ニ上

也
。
急イ

ソ
キ

参　
　
テ

可
レ

見
一
36云

々

。

⑦
『
醍
醐
本
』「
三
昧
発
得
記
」
序
文

『
醍
醐
本
』

又
上
人
在
生
之
時
、
發
得
稱
三
昧
常

見
浄
土　

　
ノ

依
正
一

、
以
自
筆
之
、
勢
至（

観
）

房
傳
之
。
上
人
往
生
之
後
、
明
遍
僧

都
尋
之
、
加
一
見
流
随
喜
涙
一

、
即
被

送
本
處
。
當
時
二

聊
雖
聞
及
此
由
一

、

未
見
本　

　
ヲ

一

者
不
記
其
旨　

　
ヲ

一

。
後
得
彼
記

寫
之
一

。
御
生
秊
當
六
十
六　

　
ニ

一
長
承
二
秊
○

癸
丑
誕
生

（
中
37略

）

『
聞
書
』

一　

法
然
聖
人
三
昧
發
得
記

聖
人
御
在
生　

　
ノ

之
時
、
發
二

得
　
　
シ
テ

口
稱
三

昧　
ヲ

一

常　
　
ニ

見
　
　
下
フ

二

浄
土　

　
ノ

依
正　

　
ヲ

一

、
以　

　
テ

二

自

筆　
ヲ

一　

記
　
　
　
シ
下
フ

二

之　
　
ヲ

一

、
勢
観
坊
傳　

　
フ

二

之　
　
ヲ

一

。
聖
人
往
生
之
後ノ

チ

、
明
遍
僧
都
尋　

　
テ

二

之　
　
ヲ一

、
加

　
　
ヘ
テ

一
見　

　
ヲ

一

流
　
　
シ
テ

二

随
喜　

　
ノ

涙　
　
ヲ

一

、

即　
　
チ

被　
ラ
ル

∴

送　
　
ラ

二

本
所　

　
ニ

一

。
當ソ

ノ
カ
ミ初

聊　
　
カ

雖　
　
モ

∴

聞キ
ヽ

二

及　
フ
ト

此　
　
ノ

由　
　
ヲ

一

、
未　

　
タ

サ
レ

見
二

本　
　
ヲ

一

者　
　
ハ

不　
　
ス∴

記　
セ

二

其　
　
ノ

旨　
　
ヲ

一

。
後　

　
ニ

得　
　
テ

二

彼　
　
ノ

記　
　
ヲ

一

寫　
　
ス二

之　
ヲ

一

。
御
生
年
當　

　
テ

二

六
十
六　

　
ニ

一
長
承
二

年
癸
丑
御
誕
38生

也
。

⑧
『
醍
醐
本
』「
十
一
問
答
」
第
十
問
答

『
醍
醐
本
』

『
聞
書
』
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十
問
云
、
自
力
他
力　

　
ト

申
事
、
何
様
可

得
心
候
乎
。
答
云
、
源
空　

　
ハ

雖
非
下

可
參

殿
上
一

機
量
上

、
自
上
召
者
二
度

　
　
マ
テ

參
殿

上
。
此
非
我
可
參
之
式
上
、
上
御
力
也
。

何
况
阿
弥
陀
仏
御
力
、
酬
称
名
願
一

来

迎
事
、
有
何
不
審　

　
カ

一

。
自
身
罪　

　
モ

重　
ク

、

旡
智
者
、
云
何

　
　
ソ
カ

不
可
疑
遂
往
生　

　
ヲ

一

。

（
中
39略

）

一　

問
云
自
力
他
力　

　
ト

申　
　
ス

事
、
何
様　

　
ニ

可
レ

得
二

心
一
候
乎　

　
ヤ

。
答
源
空　

　
ハ

雖　
　
モ

下

非
　
　
ス
ト

中

可　
　
キレ

参　
　
ル

二

殿
上　

　
ヘ

一

器
量　

　
ニ

上

、
自　

　
リ

二

上　
　
ミ

一

召　
セ

者ハ

二
度ト

マ
テ　

参
　
　
　
タ
リ
キ

二

殿
上　

　
ヘ

一

。
此　

　
レ

非　
　
ス

二

我　
カ

可　
　
キ

レ

参　
　
ル

之
式

　
　
ニ
ハ

一

、
上　

　
ノ

御
力　

　
ラ

也
。

何
况　

　
ヤ

阿
彌
陀
佛　

　
ノ

御
力　

　
ラ

、
酬

コ
タ
ヘ
テ

二

称
名　

　
ノ

願　
ニ

一

來
迎

カ
フ
シ
下
フ

事
、
有　

　
ム

二

何
　
　
ン
ノ

不
審　

　
カ

一

。

自
身　

　
ノ

罪
重　

　
ク

、
無
智　

　
ノ

者
　
　
　
ナ
レ
ハ

、
云

何　
　
　
ニ
シ
テ不　
ス

レ

可　
　
ラ

レ

疑　
　
フ

三

遂
　
　
　
ケ
ム
ト

二

往
生　

　
ヲ

一
40。

⑨
『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
六
条

『
醍
醐
本
』

一
善
悪　

　
ノ

機
事

念
仏
申

　
　
サ
ム

者　
　
ハ

、
只
生　

　
レ

付　
　
ノ

マ
ヽ
ニ
テ
申

ヘ
シ
。
善
人　

　
ハ

乍
善
人
一

、
悪
人　

　
ハ

乍
悪

人
一

、
本　

　
ノ

マ
ヽ
ニ
テ
申
ス
ヘ
シ
。
此　

　
ノ

入
念
仏
一

之
故　

　
ニ

、
始　

　
テ

持
戒
破
戒
ナ
ニ

ク
レ
ト
云
ヘ
カ
ラ
ス
。
只
本
躰
ア
リ

ノ
マ
ヽ

ニ
テ
申
ヘ
シ
ト
41云

々

。

『
聞
書
』

一　

善
悪
機
事

念
仏
申

　
　
サ
ム

者　
　
ハ

只
生
付　

　
ノ

マ
ヽ
ニ
テ
申
ヘ

シ
。
善
人
ハ
乍ナ

カ
ラ

二

善
人
一

、
悪
人　

　
ハ

乍ハ
ラ

二

悪
人
一
、
本
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
申
ヘ
シ
。
此　

　
ノ

入　
ル

二

念
仏　

　
ニ

一

之
故　

　
ニ

、
始　

　
テ

持
戒
破
戒
ナ

ニ
ク
レ
ト
イ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
只
本
躰

ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
申
ヘ
シ
ト
42云

々

。

⑩
『
醍
醐
本
』「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
第
七
条

『
醍
醐
本
』

一
、
悪
機　

　
ヲ

一
人
置　

　
テ

此　
　
ノ

機　
　
ノ

往　

生
　
　
シ
ケ
ル
ハ

謂
ハ
レ

タ
ル

道
理
ナ
リ
ケ
ル
ト
知　

　
ル

程　
　
ニ

習
タ
ル

ヲ
浄
土
宗　

　
ヲ

善　
　
ク

学
タ
ル

ト
ハ
云
也
。
此
宗　

　
ハ

悪

人　
　
ヲ

為
手
本　

　
ト

善
人

　
　
　
ニ
テ
モ

攝　
　
ス

也
、
聖
道
門　

　
ハ

善
人
為
手
本　

　
ト

一

悪
人

　
　
ヲ
モ

攝
43也

。

『
聞
書
』

一　

悪　
　
ノ

機　
　
ヲ

一
人
置　

　
テ

此　
　
ノ

機　
　
ノ

往　

生
　
　
シ
ケ
ル
ハ

謂　
　
タ
ル道也

理
　
　
　
ケ
ル
ト

知　
　
ル

程　
　
ニ　

習
　
　
　
タ
ル
ヲ

、
浄
土
宗
善ヨ

ク　

学　
　
　
シ
タ
ル
ト
ハ

云
也
。
此　

　
ノ

宗　
　
ハ

悪
人　

　
ヲ

為
　
　
シ
テ

二

手
本　

　
ト

一

善
人

　
　
マ
テ

攝　
ス
ル

也
。
聖
道
門　

　
ハ

善
人　

　
ヲ

為
　
　
シ
テ

二

手

本　
　
ト一

悪
人

　
　
ヲ
モ

攝
　
　
ス
ル

也
44云

々

。

3
　『
醍
醐
本
』
と
顕
智
『
聞
書
』
の
相
違
点
の
検
討

3
―
1
　
文
字
の
相
違

　

ま
ず
『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
の
比
較
か
ら
、
そ
の
相
違
を
見
て
い
き
た
い
。

も
と
も
と
義
演
准
后
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
は
、
誤
字
や
脱
字
も
多
く
、
資
料

的
に
問
題
点
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
45た

。
こ
の
た
め
義
演
准
后
の
『
醍
醐
本
』
以

前
の
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
『
聞
書
』
内
の
書
写
断
簡
と
の
比
較
に
よ
り
、

『
醍
醐
本
』
の
誤
字
を
正
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
義
演
准
后
の

『
醍
醐
本
』
と
顕
智
の
『
聞
書
』
の
書
写
断
簡
を
用
い
て
、
そ
の
相
違
点
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
を
比
較
す
る
と
、
多
数
の
相
違
点
が
見
ら
れ
46る

。
こ

こ
で
は
特
に
文
字
の
相
違
に
よ
っ
て
、
本
文
の
内
容
が
異
な
っ
て
し
ま
う
部
分
を

見
て
行
き
た
い
。

　

ま
ず
⑦
で
は
『
醍
醐
本
』
が
「
勢
至
房
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
聞

書
』
で
は
「
勢
観
坊
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
勢
観
房
は
、
勢
観
房
源
智
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（
一
一
八
三
～
一
二
三
八
）
の
こ
と
で
、
法
然
の
有
力
な
弟
子
の
一
人
で
あ
る
。

特
に
「
三
昧
発
得
記
」
の
末
尾
に
は
源
智
が
「
三
昧
発
得
記
」
を
秘
蔵
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
な
47ど

、「
三
昧
発
得
記
」
と
非
常
に
関
係
が
深
い
。
こ
の

「
三
昧
発
得
記
」
に
相
当
す
る
法
然
の
法
語
は
、
親
鸞
の
『
西
方
指
南
抄
』、
了
慧

の
『
拾
遺
漢
語
灯
録
』、『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）
な
ど
が
あ
る
が
、
⑦
の

「
上
人
在
生
之
時
」
か
ら
始
ま
る
「
三
昧
発
得
記
」
の
序
文
と
同
一
の
文
章
は

『
醍
醐
本
』、『
聞
書
』、『
見
聞
』
の
三
例
の
み
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
、
他
の
法

然
伝
と
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
『
醍
醐
本
』
の
「
勢
至
房
」
の
文
に

つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、『
醍
醐
本
』
の
誤
字
と
指
摘
し
て
い
48る

。
勢
観
房
が

「
三
昧
発
得
記
」
を
秘
蔵
し
て
い
た
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
こ
の
相
違
は
、
顕
智

が
記
し
た
「
観
」
の
字
が
正
し
く
、『
醍
醐
本
』
の
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
⑥
で
は
『
醍
醐
本
』
が
「
可
為
彌
陀　

　
ノ

本
願　

　
ノ

称
一

歟
」
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、『
聞
書
』
の
書
写
断
簡
で
は
「
可　

　
ク

レ

為タ
ル

二

彌
陀　

　
ノ

本
願　

　
ノ

構　
　
ヘ

一

候
歟
」
に
な
っ
て

お
り
、『
醍
醐
本
』
で
「
称
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
『
聞
書
』
で
は
「
構
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
法
然
の
法
話
は
、
同
内
容
の
書
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
た

め
、
以
下
に
他
の
写
本
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
⑪
親
鸞
『
西
方
指
南
抄
』

　
　

�

問
。
極
楽
に
九
品
の
差
別
の
候
事
は
、
阿
弥
陀
佛
の
か
ま
へ
た
ま
へ
る
事
に

て
候
や
ら
む
。

　
　

�

答
。
極
楽
の
九
品
は
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
す
、
四
十
八
願
の
中
に
な
し
、

こ
れ
は
釋
尊
の
巧
言
な
49り

。

　
　
⑫
了
恵
『
和
語
灯
録
』

　
　

�

問
曰　

極
樂
に
九
品
の
差
別
の
候
事
は　

阿
彌
陀
ほ
と
け
の
か
ま
へ
さ
せ
給

へ
る
事
に
て
候
や
ら
ん

　
　

�

答
。
極
樂
の
九
品
は
彌
陀
の
本
願
に
あ
ら
す　

四
十
八
願
の
中
に
も
な
し
。

こ
れ
は
釋
尊
の
巧
言
50也　

こ
の
よ
う
に
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
に
書
写
さ
れ
た
親
鸞
の
『
西
方
指
南
抄
』

で
は
「
か
ま
へ
た
ま
へ
る
」
と
し
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
記
さ
れ
た
了

慧
の
『
和
語
灯
録
』
で
も
「
か
ま
へ
さ
せ
給
へ
る
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
「
構
」

の
意
味
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
先
行
研
究
で
も
「
構
」
の
誤
字
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
51る

。
本
文
の
意
味
も
「
称
」
で
は
通
じ
に
く
い
た
め
、
こ
の
相
違

は
、『
聞
書
』
の
「
構
」
の
字
が
正
し
く
、『
醍
醐
本
』
の
「
称
」
は
誤
字
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
例
に
よ
り
、『
聞
書
』
の
記
述
か
ら
『
醍
醐
本
』
の

誤
字
を
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
③
を
見
て
行
き
た
い
。『
醍
醐
本
』
で
は
「
憑　

　
テ

本
願　

　
ヲ

一

願
往
生
」
と
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、『
聞
書
』
の
書
写
断
簡
で
は
、「
憑　

　
テ

二

本
願
力　

　
ヲ

一

願　
　
フ

二

往
生　

　
ヲ

一

」

と
し
て
お
り
、「
本
願
」
と
「
本
願
力
」
と
い
う
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
相
違

は
、
本
願
も
本
願
力
も
ど
ち
ら
も
意
味
と
し
て
通
じ
る
文
章
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が

正
し
い
の
か
は
判
断
が
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
③
の
よ
う
な
聖
道
門
と
浄
土
門
の
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差
異
を
説
く
同
内
容
の
法
語
は
、
親
鸞
の
『
西
方
指
南
抄
』「
浄
土
宗
大
意
」
や

了
慧
の
『
和
語
灯
録
』「
諸
人
伝
説
の
詞
」
な
ど
多
数
の
法
然
伝
に
見
る
こ
と
が

出
来
る
が
、
こ
の
「
三
心
料
簡
事
」
は
、
他
に
写
本
が
現
存
し
て
お
ら
ず
、
最
後

の
「
本
願
力
を
憑
ん
で
往
生
を
願
う
」
と
い
う
同
一
の
文
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
。

　

最
後
に
問
題
で
あ
る
①
の
相
違
を
見
て
行
き
た
い
。
①
は
『
醍
醐
本
』
が
「
當

世　
ハ

機
已
衰　

　
ヘ

食
已
減　

　
ス

」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
聞
書
』
で
は
「
當
世　

　
ハ

機
已

　
　
テ
ニ

衰　
　
ヘ

食　
シ
キ

已
　
　
テ
ニ

滅　
　
ス

」
と
し
、「
減
」
が
「
滅
」
と
な
っ
て
い
52る

。
こ
の
①
に
相
当
す
る
同

内
容
の
法
然
の
法
語
は
、
多
数
伝
わ
っ
て
い
る
。
以
下
に
見
て
行
き
た
い
。

　
　
⑬
了
恵
『
和
語
灯
録
』「
諸
人
伝
説
の
詞
」

　
　

�

あ
る
時
問
て
い
は
く　

人
お
ほ
く
持
齋
を
す
ゝ
む　

こ
の
條
い
か
ん
答
て
の

給
は
く　

尼
法
師
の
⻝
の
作
法
は　

も
と
も
し
か
る
へ
し
と
い
へ
と
も　

當

世
は
機
す
て
に
お
と
ろ
へ
た
り　

⻝
す
で
に
减
し
た
り
53　

　
　
⑭
了
恵
『
拾
遺
漢
語
灯
録
』

　
　

�

或
時
問
人
多　

　
ク

勸　
　
ム

二

持
齋　

　
ヲ

一

此
条
如
何
答
云
尼
法
師　

　
ノ

作
法
尤
可
レ

然
也
雖
レ

然
當

世　
ハ

機
已　

　
ニ

衰
食
已　

　
ニ

減
　
　
タ
リ
54。

　
　
⑮
『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）

　
　

�

又
或
人
問
奉
て
云
。
人
多
く
持
齋
を
勸
侍
り
。
何
樣
に
存
べ
く
候
や
ら
ん

と
。
上
人
曰
く
。
尼
法
師
の
食
の
作
法
は
尤
可
然
。
但
當
世
は
機
已
に
お
と

ろ
へ
。
食
又
減
ぜ
り
55。

　

ま
ず
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
成
立
し
た
了
恵
の
『
和
語
灯
録
』
と
永
仁

年
間
か
ら
正
安
年
間
（
一
二
九
三
～
一
三
〇
二
）
に
成
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
『
拾
遺
漢
語
灯
録
』
で
は
、
ど
ち
ら
も
「
減
」
の
字
が
記
さ
れ
て
い
56る

。
さ

ら
に
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
に
記
さ
れ
た
「
法
然
上
人
伝
記
」（
九
巻
伝
）
で

も
「
減
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
見
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
他
の
法

然
伝
が
す
べ
て
「
減
」
と
し
、『
聞
書
』
の
み
が
「
滅
」
と
記
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
相
違
に
顕
智
の
意
図
が
あ
っ
た
か
、「
顕
智
手
本
本
」
が
も
と

も
と
「
減
」
と
記
し
て
い
た
の
か
は
、
現
在
の
資
料
で
は
判
断
が
出
来
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
の
文
字
の
相
違
に
は
、
他
の
法
然
伝
と

比
較
が
難
し
く
、
判
断
が
出
来
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、『
聞
書
』
の
記
述
か
ら

『
醍
醐
本
』
の
誤
字
を
正
す
こ
と
が
出
来
る
な
ど
、
顕
智
の
『
聞
書
』
に
資
料
的

価
値
が
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

3
―
2
　
法
然
に
対
す
る
尊
称
の
相
違

　

次
に
法
然
に
対
す
る
尊
称
の
相
違
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
も
と
に
確
認
し
て
い

き
た
い
。
⑦
の
「
三
昧
発
得
記
」
は
、
法
然
が
三
昧
を
得
る
ま
で
の
動
向
を
記
録

し
た
も
の
の
序
文
に
あ
た
る
。
こ
の
⑦
中
の
は
じ
め
の
部
分
で
は
、『
醍
醐
本
』

が
「
又
上
人
在
生
之
時
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
聞
書
』
で
は
、「
聖
人
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御
在
生　

　
ノ

之
時
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
直
前
に
「
一　

法
然
聖
人
三
昧
發

得
記
」
の
文
も
加
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
相
違
が
見
ら
れ
57る

。
こ
の
よ
う
に
『
醍

醐
本
』
と
『
聞
書
』
で
は
、
法
然
に
対
す
る
尊
称
が
「
上
人
」
と
「
聖
人
」
で
違

い
が
見
ら
れ
、「
在
生
」
の
前
に
「
御
」
が
加
え
ら
れ
、「
聖
人
御
在
生
之
時
」
と

記
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
よ
り
法
然
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
文
字
が
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
『
醍
醐
本
』
で
は
法
然
に
対
し
て
の
尊
称
を
「
上
人
」
で
統
一
し
て
お

り
、「
聖
人
」
の
尊
称
は
用
い
て
い
な
58い

。

　

こ
の
「
三
昧
発
得
記
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
、
顕
智
が
記
し
た
「
三
昧

発
得
記
」
の
直
後
に
あ
た
る
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
を
『
西
方
指
南
抄
』
中

本
に
書
写
し
て
い
る
。
以
下
に
親
鸞
が
記
し
た
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
の
冒

頭
部
分
を
見
て
行
き
た
い
。

　
　
⑯
『
西
方
指
南
抄
』「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」

　
　

聖
人
御
在
生
之
時
記
註
之　

外
見
に
お
よ
は
さ
れ
秘
蔵
す
へ
し
と
。

　
　
　
　

御
生
年
六
十
有
丑
年
也
。

　
　

建
久
九
年
正
月
一
日
59記

こ
の
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
は
、
法
然
が
観
想
を
行
い
、
三
昧
を
発
得
す
る

ま
で
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
親
鸞
は
冒
頭
で
「
聖
人
御
在
生
之
時
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
顕
智
が
書
写
し
た

『
醍
醐
本
』「
三
昧
発
得
記
」
の
「
聖
人
御
在
生　

　
ノ

之
時
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ

の
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
に
相
当
す
る
法
然
伝
は
、
了
慧
の
『
拾
遺
漢
語
灯

録
』
や
「
法
然
上
人
伝
記
」（
九
巻
伝
）、『
拾
遺
漢
語
灯
録
』「
大
徳
寺
本
」
に
見

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
法
然
を
聖
人
と
い
う
尊
称
で
記
し
て
い
る
写
本
は
、『
西

方
指
南
抄
』、『
聞
書
』、『
見
聞
』
の
三
例
の
み
で
あ
60る

。

　

永
井
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
顕
智
が
『
西
方
指
南
抄
』
に
合
わ
せ
た
の

か
、
親
鸞
の
『
西
方
指
南
抄
』
と
『
聞
書
』
が
手
本
と
し
た
「
顕
智
手
本
本
」
の

原
本
が
「
聖
人
」
で
あ
っ
た
の
か
は
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
い

61る
。
以
下
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
と
顕
智
の
『
聞

書
』
の
記
述
を
確
認
し
な
が
ら
再
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

も
と
も
と
顕
智
の
師
で
あ
る
親
鸞
は
、
法
然
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
「
聖
人
」

を
使
用
し
て
お
り
、
他
の
法
然
門
下
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い

62る
。
た
と
え
ば
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
比
較
的
成

立
の
早
い
『
教
行
信
証
』
に
は
、「
本
師
源
空
聖
人
」
の
文
が
見
63え

、
宝
治
二
年

（
一
二
四
八
）
に
記
さ
れ
た
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
で
は
「
源
空
聖
人
」
と
記
さ
れ

て
い
64る

。
法
然
の
言
行
を
記
し
た
『
西
方
指
南
抄
』
で
も
同
様
で
「
法
然
聖
人
御

説
法
65事

」
や
「
法
然
聖
人
御
夢
想
66記

」
と
い
う
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
は
、『
西
方
指
南
抄
』
の
成
立
に
も
密
接
に
関
わ

る
問
題
で
、
親
鸞
編
述
説
を
支
え
る
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
67る

。

　

ま
た
親
鸞
は
、
こ
の
『
西
方
指
南
抄
』
を
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
か
ら
翌
年

に
か
け
て
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
ご
ろ
高
田
門
徒
の

真
仏
が
最
初
の
五
巻
を
書
写
68し

、
そ
の
弟
子
の
顕
智
が
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
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に
最
後
の
一
巻
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
69る

。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
顕
智
は
『
醍
醐
本
』「
三
昧
発
得
記
」
を
書
写
す
る

時
、
高
田
門
徒
が
所
持
し
て
い
た
『
西
方
指
南
抄
』
な
ど
の
親
鸞
の
著
作
を
確
認

し
て
お
り
、
そ
の
際
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
が
「
聖
人
」
で
あ
っ
た
た
め
、

『
醍
醐
本
』「
三
昧
發
得
記
」
の
「
上
人
」
を
「
聖
人
」
へ
と
改
め
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

次
に
顕
智
が
『
見
聞
』
内
に
書
写
し
た
「
御
入
滅
之
日
記
事
」
を
見
て
行
き
た

い
。

　
　
⑰
『
見
聞
』「
御
入
滅
之
日
記
事
」

　
　

源
信
和
尚

六
月
十
日	

永
観
律
師

十
一
月
二
日

御
年
七
十
九

　
　

源
空
上聖

人
正
月
二
十
五

日
御
年
八
十	

信
空
法
師

九
月
九
日

　
　

隆
寛
律
師

六
月
十
六
日

御
年
八
十	

聖
覚
法
印

三
月
五
日

御
年
五
十

　
　

親
鸞
法
師

十
一
月
二
十
八

日
御
年
九
十	

真
仏
法
師70

三
月
八
日

御
年
五
十

こ
の
「
御
入
滅
日
記
事
」
は
、
釈
迦
如
来
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
の

祖
師
や
浄
土
教
の
祖
師
の
入
滅
日
時
を
記
し
た
も
の
で
、
計
二
十
六
人
が
記
さ
れ

て
お
り
、
最
後
に
親
鸞
と
高
田
門
徒
の
真
仏
の
入
滅
日
時
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

成
立
年
代
に
つ
い
て
小
山
正
文
氏
は
、「
御
入
滅
之
日
記
事
」
と
同
様
の
内
容
が

顕
智
の
『
聞
書
』
内
に
見
ら
れ
、『
見
聞
』
か
ら
『
聞
書
』
へ
の
修
正
が
見
ら
れ

る
点
か
ら
、『
見
聞
』
が
先
に
記
さ
れ
、
そ
の
清
書
と
し
て
『
聞
書
』
が
記
さ
れ

た
と
記
し
て
い
71る

。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
最
初
に
『
見
聞
』
で
法
然
の
尊
称
を
「
上
人
」
と
書

き
、
線
を
引
い
て
「
聖
」
の
字
に
修
正
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
顕
智

は
、
法
然
に
対
す
る
尊
称
と
し
て
親
鸞
も
用
い
て
い
た
「
聖
人
」
の
字
を
用
い
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
72る

。
こ
の
修
正
か
ら
、『
聞
書
』
に

は
、
顕
智
が
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
と
す
る
資
料
的

価
値
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
顕
智
の
親
鸞
に
対
す
る
強
い
敬
慕
の
念
が
窺
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
の
比
較
を
前
提
に
、『
醍
醐
本
』
と
顕
智
の
『
聞

書
』
の
書
写
断
簡
を
比
較
検
討
し
た
結
果
以
下
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

①�

『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
の
書
写
断
簡
を
比
較
す
る
と
、
相
違
点
が
大
き
く
二

点
に
分
け
ら
れ
る
。
一
点
目
は
「
文
字
の
相
違
」
で
あ
り
、
二
点
目
は
「
法
然

に
対
す
る
尊
称
の
相
違
」
で
あ
る
。
一
点
目
は
、
義
演
准
后
が
書
写
し
た
『
醍

醐
本
』
と
『
醍
醐
本
』
よ
り
先
に
成
立
し
た
『
聞
書
』
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

義
演
准
后
が
書
写
し
た
『
醍
醐
本
』
の
誤
字
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ

れ
ら
は
先
行
研
究
で
い
わ
れ
て
き
た
誤
字
の
校
異
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
『
聞
書
』
に
は
、『
醍
醐
本
』
の
原
形
を
正
す
こ
と
が
出
来
る
資

料
的
価
値
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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②�

二
点
目
は
、『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
で
は
、
法
然
に
対
す
る
尊
称
が
「
上

人
」
と
「
聖
人
」
で
違
い
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
法
然
に
対
す
る
尊
称
は
、

す
で
に
親
鸞
が
「
聖
人
」
と
記
し
て
い
る
点
が
確
認
出
来
、
ま
た
『
西
方
指
南

抄
』
な
ど
の
親
鸞
の
著
作
や
そ
の
写
本
を
高
田
門
徒
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
顕
智
が
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
を
継
承
し
よ

う
と
し
た
結
果
、「
上
人
」
か
ら
「
聖
人
」
へ
と
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
『
聞
書
』
に
は
、
顕
智
の
親
鸞
に
対
す
る
強
い
敬
慕
の
念
が

見
ら
れ
、
顕
智
の
親
鸞
に
対
す
る
姿
勢
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
な
資
料
的
価

値
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
両
者
の
比
較
に
よ
っ
て
、
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

後
の
真
宗
の
門
徒
の
著
作
の
中
に
は
、『
醍
醐
本
』
に
似
た
法
然
遺
文
が
あ
る
こ

と
が
論
究
さ
れ
て
い
73る

。
顕
智
の
『
聞
書
』
と
の
関
係
や
そ
の
流
通
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
1　

望
月
信
亨
「�

醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
に
就
て
」（『
仏
書
研
究
』
三
七
号
、
一
九

一
八
年
）
二
～
五
頁
。

　
　

望
月
信
亨
「�

醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
に
就
て
（
二
）」（『
仏
書
研
究
』
三
八

号
、
一
九
一
九
年
）
一
～
五
頁
。

　
　

ま
た
『
醍
醐
本
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
。

　
　

三
田
全
信
「�『
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
』
と
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
比
較
研

究
」（『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
五
八
号
、
一
九
五
八
年
）
六
七
～

八
八
頁
。

　
　

梶
村
昇
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
筆
者
に
つ
い
て
」（『
浄
土
学
』
三
〇

号
、
一
九
七
七
年
）
五
五
一
～
五
六
八
頁
。

　
　

伊
藤
唯
真
「�『
法
然
上
人
伝
記
』（
醍
醐
本
）
の
成
立
史
的
考
察
」『
浄
土
宗
典

籍
研
究
、
研
究
篇
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
八
年
）
二
六
七
～
二
八

八
頁
。

　
　

坪
井
俊
映
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
所
収
『
三
心
料
簡
事
』」『
浄
土
宗
典

籍
研
究
、
研
究
篇
』
四
三
三
～
四
六
〇
頁
。

　
　

中
井
真
孝
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
「
別
伝
記
」
に
つ
い
て
」『
浄
土

宗
典
籍
研
究
、
研
究
篇
』
五
三
三
～
五
五
四
頁
。

　
　

中
野
正
明
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
所
載
「
御
臨
終
日
記
」
の
成
立
過
程

に
つ
い
て
」『
浄
土
宗
典
籍
研
究
、
研
究
篇
』
五
五
五
～
五
九
七

頁
。

　
　

丸
山
博
正
「�

法
然
上
人
の
法
語
と
醍
醐
本
」『
浄
土
宗
典
籍
研
究
、
研
究
篇
』

四
六
一
～
四
九
〇
頁
。

　
　

永
井
隆
正
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
に
つ
い
て
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』、

二
〇
〇
〇
年
）
二
六
号
、
一
三
六
～
一
三
七
頁
。

　
　

廣
川
堯
敏
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』「
三
心
料
簡
事
」
偽
撰
説
の
問
題

点
」（『
日
本
浄
土
教
の
形
成
と
展
開
』、
二
〇
〇
四
年
）
一
九
三

～
二
三
六
頁
。

　
　

伊
藤
真
昭
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
成
立
と
伝
来
に
つ
い
て
―
な
ぜ
醍

醐
寺
に
伝
わ
っ
た
の
か
」（『
仏
教
文
化
研
究
』、
二
〇
〇
九
年
）

五
三
号
、
三
九
～
五
四
頁
。

　
　

善
裕
昭
「�

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て　

曽
田
・
伊
藤
説

の
検
討
」（『
仏
教
文
化
研
究
』、
二
〇
一
四
年
五
八
号
、
一
～
一
五

頁
。

2　
「
一
期
物
語
」
の
成
立
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
以
下
の
論
文
が
詳
し
い
。

　
　

伊
藤
真
昭
前
掲
、
三
九
～
五
四
頁
。
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3　

坪
井
俊
映
前
掲
、
四
三
三
～
四
六
〇
頁
。

4　

野
村
恒
道
「
醍
醐
本
研
究
に
関
す
る
回
顧
と
展
望
」『
浄
土
宗
典
籍
研
究
、
研

究
篇
』
六
三
九
～
六
四
四
頁
。

5　

野
村
恒
道
前
掲
、
六
二
一
～
六
三
六
頁
。

6　

顕
智
た
ち
が
書
写
し
た
法
然
の
法
語
の
書
写
断
簡
は
、『
醍
醐
本
』
以
外
に
も

類
似
す
る
内
容
が
他
の
法
然
の
法
語
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
当
時
の
他
の
法
然
伝

記
に
は
見
ら
れ
な
い
「
三
心
料
簡
事
お
よ
び
法
語
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
先
行
研
究
に
お
い
て
高
田
門
徒
の
書
写
断
簡
は
、『
醍
醐
本
』
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
文
で
も
高
田
門
徒
の
法
然
伝
記
の
書
写
断
簡
は
、『
醍

醐
本
』
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

安
藤
章
仁
解
説
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
六
四
一
頁
。

　
　

永
井
隆
生
前
掲
六
～
九
頁
。

7　

こ
の
論
文
は
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
六
巻
、
第
二
号
に
「
醍
醐
本
『
法

然
上
人
伝
記
』
の
書
写
断
片
に
見
る
高
田
門
徒
の
思
想
的
特
徴
」
と
い
う
題
で
、

二
〇
一
九
年
三
月
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。

8　

永
井
隆
生
前
掲
、
六
～
九
頁
。

9　

新
光
晴
解
説
『
見
聞
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
六
六
五
～
六
六
七
頁
。

　
　

ま
た
顕
智
も
自
身
の
要
文
集
で
あ
る
『
聞
書
』
に
『
醍
醐
本
』
の
断
簡
を
書
写

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
　

安
藤
章
仁
前
掲
、
六
三
九
頁
。

10　

永
井
隆
生
前
掲
、
一
七
頁
。

11　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
四
三
頁
。

12　

安
藤
章
仁
前
掲
、
六
四
八
頁
。

13　

生
桑
完
明
『
親
鸞
聖
人
撰
述
の
研
究
』（
法
藏
館
、
一
九
七
〇
年
）
三
三
五
～

三
三
六
頁
。

　
　

平
松
令
三
「
見
聞
解
説
」（『
高
田
学
報
』、
一
九
七
一
年
）
第
六
十
三
号
、
五

十
六
頁
。

14　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
四
～
六
六
七
頁
。

15　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
八
頁
。

16　

生
桑
完
明
前
掲
、
三
三
五
～
三
三
六
頁
。

17　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
四
～
六
六
五
頁
。

18　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
四
～
六
六
五
頁
。

19　

新
氏
は
、『
見
聞
』
の
識
語
の
成
立
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
専
修
寺
藏
の
『
涅
槃
経
云
』
は
冊
子
の
後
半
に
「
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）

辛
子　

七
月
十
六
日
」（
省
略
）
の
日
付
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
付
を

『
涅
槃
経
云
』
の
書
写
年
と
見
れ
ば
、
そ
の
筆
跡
は
『
見
聞
』
の
識
語
日
付
と
は

時
期
が
隔
た
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
識
語
や
巻
頭
の
法
然
上
人
伝
記
か

ら
の
引
文
の
筆
跡
の
方
が
運
筆
に
柔
ら
か
さ
が
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、『
涅
槃

経
云
』
の
日
付
の
二
年
前
で
あ
る
、
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
前
後
に
書
か
れ
た

識
語
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
専
空
上
人
示
寂
の
康
永
二
（
一
三
四
三
）
年
こ
ろ
に

第
五
の
定
専
上
人
に
付
属
さ
れ
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」

　
　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
五
～
六
六
七
頁
。

20　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
五
頁
。

21　

新
光
晴
氏
は
、『
醍
醐
本
』
の
書
写
の
比
較
に
つ
い
て
、『
聞
書
』
が
「
機
」
の

字
体
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
見
聞
』
で
は
機
の
異
体
字
を
用
い
て
い
る

点
が
確
認
出
来
る
と
し
、『
聞
書
』
と
『
見
聞
』
と
は
別
の
共
通
の
書
き
本
が

あ
っ
た
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
見
聞
』
や
『
涅
槃
経

云
』
な
ど
の
他
の
専
空
の
「
機
」
の
異
体
字
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

　
　
『
見
聞
』『
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
八
〇
頁
、
二
八
六
頁
。

　
　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
二
頁
。

22　
『
見
聞
』
全
体
の
返
り
点
の
打
ち
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

　
　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
二
～
六
六
三
頁
。

23　

新
光
晴
前
掲
、
六
五
八
頁
。

24　

霊
山
勝
海
『
西
方
指
南
抄
論
』、（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
三
年
）
一
二
九
頁
。

25　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
五
七
頁
。

26　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
四
頁
。

27　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
九
八
頁
。
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28　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
四
～
二
五
五
頁
。

29　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
九
九
頁
。

30　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
。

31　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
。

32　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
六
頁
。

33　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
二
一
一
頁
。

34　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
七
頁
。

35　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
七
四
～
一
七
五
頁
。

36　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
七
～
二
五
八
頁
。

37　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

38　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
八
～
二
五
九
頁
。

39　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
八
一
～
一
八
三
頁
。

40　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
五
九
頁
。

41　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
九
六
～
一
九
七
頁
。

42　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
六
〇
～
二
六
一
頁
。

43　
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
一
九
六
～
一
九
七
頁
。

44　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
六
一
頁
。

45　

三
田
全
信
『
成
立
史
的
法
然
上
人
諸
伝
の
研
究
』（
光
念
寺
出
版
部
、
一
九
六

六
年
）
二
二
一
頁
。

46　
『
醍
醐
本
』
と
『
聞
書
』
の
細
か
い
相
違
点
は
以
下
の
通
り
。

　
　

ま
ず
⑦
で
は
『
醍
醐
本
』
が
「
本
処
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
『
聞
書
』

で
は
「
本
所
」
と
記
し
て
い
る
点
や
『
醍
醐
本
』
で
は
「
当
時
」
と
記
し
て
い
る

の
に
対
し
て
『
聞
書
』
で
は
「
当
初
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
同
様

の
意
味
で
は
あ
る
も
の
の
、
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
点
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　

ま
た
⑨
で
は
、『
醍
醐
本
』
が
『
醍
醐
本
』
は
「
ナ
ニ
ク
レ
ト
云
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
聞
書
』
で
は
「
ナ
ニ
ク
レ
ト
イ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
記
し
て
お
り
、『
醍
醐
本
』
の
方
は
、「
フ
」
の
字
が
抜
け
て
い
る
た
め
、
義
演

准
后
の
書
写
上
の
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

最
後
に
③
で
は
、『
醍
醐
本
』
が
「
瑩
智
恵　

　
ヲ

守
禁
戒　

　
ヲ

一

、
浄

　
　
　
ム
ル
ヲ

二

心
性　

　
ヲ

一

以　
　
テ

為　
　
ス

二

宗　
ト

一

然
　
　
ル
ヲ

入　
　
テ

浄
土
門　

　
ニ

一

之
日
不
憑
智
恵

　
　
ヲ
モ

一

」
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
『
聞
書
』

で
は
、「
瑩

　
　
　
ミ
カ
キ

二

智
慧　

　
ヲ

一

守　
　
リ

二

禁
戒　

　
ヲ

一

、
以　

　
テ

レ

浄
　
　
　
ム
ル
ヲ

二

心
性　

　
ヲ

一

為　
　
ス

二

宗　
　
ト

一

。
入　

　
ル

二

浄
土
門　

　
ニ

一

之
日　

　
ハ

不　
　
ス

レ
憑タ

ノ
マ

二
智
慧　

　
ヲ

一
」
と
い
う
本
文
の
「
以
」
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る

ほ
か
、『
醍
醐
本
』
に
あ
る
「
然
」
が
『
聞
書
』
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

③
は
他
の
法
然
伝
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
特
異
な
文
章
で
あ
る
。

47　
『
醍
醐
本
』
の
「
三
昧
発
得
記
」
の
末
尾
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　
　
「
此
三
昧
発
得
記
年
来
之
間
勢
観
房
秘
蔵
し
て
披
露
せ
ず
。」（『
浄
土
宗
典
籍
研

究
』〈
資
料
編
〉、
二
三
七
頁
。）

48　

望
月
信
亨
氏
は
、
自
身
の
『
醍
醐
本
』
の
校
異
の
中
で
「
至
恐
観
誤
」
と
記

し
、『
醍
醐
本
』
の
誤
記
と
推
測
し
て
お
り
、『
法
然
上
人
傳
記
附
一
期
物
語　

法

然
上
人
秘
傳
』
で
は
、
同
様
に
「（
觀
カ
）」
と
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
伊

藤
唯
真
氏
も
、「
勢
至
房
」
は
「
勢
観
房
」
の
誤
り
と
見
な
し
て
い
る
。

　
　

黒
田
真
洞　

望
月
信
亨
『
法
然
上
人
全
集
』
五
版
（
宗
粋
社
、
一
九
〇
六
年
）、

（
追
加
二
十
五
）
頁
。

　
　
『
法
然
上
人
傳
記
附
一
期
物
語　

法
然
上
人
秘
傳
』（（『
仏
教
古
典
叢
書
』、
大

正
十
二
年
中
外
出
版
刊
行
の
複
製
）
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）、
三
十
六
頁
。

　
　

伊
藤
唯
真
前
掲
、
二
七
二
頁
。

49　
『
定
本　

親
鸞
聖
人
全
集
』
巻
五
、
二
八
〇
頁
。

50　
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
（
和
語
）』
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
五
、
三
〇
四
頁
。

51　

望
月
氏
の
校
異
で
は
「
随
恐
構
誤
」
と
記
さ
れ
、「
構
」
の
誤
字
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
『
法
然
上
人
傳
記
附
一
期
物
語　

法
然
上
人
秘
傳
』
で

は
、
同
様
に
「（
構
カ
）」
と
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

黒
田
真
洞　

望
月
信
亨
『
法
然
上
人
全
集
』
前
掲
（
追
加
十
一
）
頁
。

　
　
『
法
然
上
人
傳
記
附
一
期
物
語　

法
然
上
人
秘
傳
』
前
掲
、
十
六
頁
。

52　
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
で
は
、「
機
已
衰
機
已
滅
」
と
記
し
て
い
る
が
、

定
本
で
あ
る
『
醍
醐
本
』
に
は
、「
減
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
昭
和
新
修
法
然
上

人
全
集
』
で
用
い
て
い
る
そ
の
他
の
対
校
本
に
も
「
滅
」
の
字
は
見
ら
れ
な
い
た

め
、『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
の
誤
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
四
三
頁
。

53　
『
黒
谷
上
人
燈
録
（
和
語
）』
三
七
九
～
三
八
〇
頁
。

54　

梶
村
昇 
曽
田
俊
弘
「
新
出
『
大
徳
寺
本 

拾
遺
漢
語
灯
録
』
に
つ
い
て
」（『
浄

土
宗
学
研
究
』、
一
九
九
五
年
）
二
十
二
号
、
八
七
頁
。

55　

浄
全
十
三
、
六
一
一
頁
。

56　

こ
こ
で
の
『
拾
遺
漢
語
灯
録
』
は
、
義
山
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
、
よ

り
古
い
形
態
を
残
す
『
拾
遺
漢
語
灯
録
』「
大
徳
寺
本
」
を
用
い
た
。
こ
の
「
大

徳
寺
本
」
で
も
「
減
」
の
字
が
見
ら
れ
る
。

　
　

梶
村
昇 

曽
田
俊
弘
前
掲
、
八
九
頁
。

57　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
永
井
氏
も
論
及
し
て
い
る
。

　
　

永
井
隆
生
前
掲
、
十
四
頁
。

58　

た
と
え
ば
『
醍
醐
本
』
の
「
別
伝
記
」
や
「
御
臨
終
日
記
」
は
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
　
　
「�

法
然
上
人　

　
ハ

美
作
州　

　
ノ

人
也
姓　

　
ハ

漆
間
氏
也
本
國
之
本
師　

　
ハ

智
鏡
房

本
ハ

山
僧

上
人
十
五

歳　
ニ

師
云
非　

　
ト

直
人　

　
ニ

一

欲
登　

　
ト

山
一

。
上
人
慈
父
云
我　

　
ニ

有
敵
登
山
之
後　

　
ニ

聞
　
　
カ
ハ

被　
　
ト

打

敵　
ニ

一

可
訪
後
世　

　
ヲ

一

云
云
」『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
二
一
六
頁
。

　
　
　
「�

上
人
語
弟
子
一

云
、
我
本
在
天
竺　

　
ニ

一

交
声
聞
僧　

　
ニ

一

常　
　
ニ

行
　
　
シ
キ

頭
陀
一

、
其
後
来
本

国
入
天
台
宗　

　
ニ

一

又
勧
念
仏　

　
ヲ

一

。」『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』〈
資
料
編
〉、
二
三
〇

頁
。

59　
『
親
鸞
聖
人
真
跡
集
成
』
巻
五
、
二
六
七
頁
。

60　

以
下
に
「
建
久
九
年
正
月
一
日
記
」
に
相
当
す
る
法
然
伝
で
あ
る
『
拾
遺
漢
語

灯
録
』
と
『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）
を
あ
げ
た
。

　
　
　
「
三
昧
發
得
記
第
一　

黒
谷
自
筆
記

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

 

建
久
九
年
正
月
一
日
記

　
　
　

 �

一
日
従
二

桃
法
橋
敎
慶
之
許
一

帰　
　
テ

後
申　

　
ノ

時
計　

　
ニ

恒
例
正
月
七
日
恆
例
別
時
念
佛

始
二

行
之　

　
ヲ

一

一
日
明
相
少　

　
ク

現
也
自
レ

例
甚
明
云

云
」（
梶
村
昇 

曽
田
俊
弘
「
新

出
『
大
徳
寺
本 

拾
遺
漢
語
灯
録
』
に
つ
い
て
」、
七
〇
頁
）

　
　
　
「
上
人
三
昧
發
得
事

　
　
　

 �

上
人
行
業
年
積
。
念
佛
功
闌
て
。
建
久
九
年
正
月
よ
り
此
か
た
。
極
樂
の

莊
嚴
。
化
佛
菩
薩
を
拜
給
事
。
常
に
あ
り
。
彼
三
昧
發
得
の
次
第
は
。
自

筆
に
記
し
置
給
へ
る
を
。
生
存
の
間
に
秘
藏
し
て
。
人
に
し
ら
れ
ず
。
沒

後
に
や
う
や
く
流
布
す
る
處
也
。
高
野
の
僧
都
明
遍
遁
世
後
號
空
阿
彌
陀

佛
披
見
し
て
隨
喜
の
涙
を
な
が
さ
れ
け
り
。
彼
自
筆
の
記
云
。
生
年
六
十

六
。」（『
法
然
上
人
伝
記
』（
九
巻
伝
）、
浄
全
十
七
、
一
三
六
頁
）

61　

永
井
隆
生
前
掲
、
十
四
頁

62　

霊
山
勝
海
前
掲
、
一
九
四
頁
。

63　
『
教
行
信
証
』
に
見
る
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　

�「
同
日
以
御
筆
令
書
名
之
字
畢
。
本
師
聖
人
今
年
七
旬
三
御
歳
也
。」（
真
聖

全
二
、
二
〇
二
頁
）

64　
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
に
見
る
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
尊
称
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
「
天
竺　
　

龍
樹
菩
薩　

天
親
菩
薩

　
　
　

 

震
旦　
　

曇
鸞
和
尚　

道
綽
禅
師　

善
導
禅
師

　
　
　

 

和
朝　
　

源
信
和
尚　

源
空
聖
人
」（
真
聖
全
三
、
五
一
五
頁
）

65　
『
親
鸞
聖
人
真
跡
集
成
』
巻
五
、
九
頁
。

66　
『
親
鸞
聖
人
真
跡
集
成
』
巻
五
、
二
六
七
頁
。

67　

霊
山
勝
海
前
掲
、
一
九
四
頁
。

68　

清
水
谷
正
尊
解
説
『
西
方
指
南
抄
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
六
、
九
九
七
頁

69　

清
水
谷
正
尊
前
掲
、
九
九
六
頁

70　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
二
六
頁
。

71　

小
山
氏
は
、
曇
鸞
と
羅
什
の
順
序
が
指
示
通
り
『
聞
書
』
で
は
入
れ
替
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
親
鸞
に
対
す
る
尊
称
が
、
そ
の
弟
子
の
真
仏
と
同
じ
「
法
師
」
で

は
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、『
聞
書
』
で
「
上
人
」
と
変
え
て
い
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　

小
山
正
文
『
続
・
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』「
初
期
真
宗
史
料
と
し
て
の
「
御
入
滅

日
記
」」（
法
藏
館
、
二
〇
一
三
年
）
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

72　

こ
の
『
見
聞
』
中
の
「
上
」
か
ら
「
聖
」
へ
の
修
正
に
つ
い
て
は
、「
上
」
の



72

左
側
に
中
黒
点
の
よ
う
な
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
見
せ
消
ち
の
符
号
の
よ
う
に

も
見
え
る
が
、
墨
が
滲
ん
で
し
ま
っ
て
見
せ
消
ち
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
難

し
い
。
し
か
し
顕
智
の
見
せ
消
ち
は
、
左
側
に
小
さ
な
「
。」
の
符
号
を
つ
け
、

右
側
に
正
し
い
文
字
を
追
筆
す
る
方
法
を
と
っ
て
お
り
、『
見
聞
』
の
よ
う
に
修

正
文
字
に
傍
線
を
引
い
て
修
正
を
行
っ
て
い
な
い
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　
　
『
聞
書
』『
影
印
高
田
古
典
』
巻
三
、
二
四
五
頁
。

　
　

新
光
晴
前
掲
、
六
六
三
～
六
六
四
頁
。

73　

曽
田
俊
弘
「
恵
雲
（
真
宗
高
田
派
）
の
著
者
に
み
ら
れ
る
『
法
然
上
人
伝
記
』

「
三
心
料
簡
事
以
下
二
十
七
法
語
」」（『
仏
教
論
叢
』
四
二
号
、
一
九
九
八
年
）
四

六
～
五
一
頁
。

キ
ー
ワ
ー
ド

醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』、
顕
智
、『
聞
書
』、
専
空
、
高
田
門
徒


